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機密性２

支部評議会における主な意見
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令和6年12月2日
第132回運営委員会資料抜粋

（保険料率の変更時期については、47 支部すべてにおいて、４月納付分（３月分）から
とすることに対して異論は無かった。）

各支部から提出された評議会における平均保険料率に対する意見の概要は以下
のとおり。

１．＜健康保険＞令和7年度保険料率についての支部評議会での意見及び運営委員会での意見
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支部評議会の意見を受けて運営委員会において議論された。

12月2日の運営委員会における令和7年度保険料率に関する運営委員の主な意見（1）
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○ 中小企業は原材料、エネルギー価格の高騰に加え、人材確保の競争が激しくなる中、身を削った賃上げを強いられている。社会保
険料の負担によって大変厳しい状況であり、事業者からは社会保険料の負担を減らしてほしいとの切実な声をよく聞いている。それに
対し、協会の令和5年度決算における収入超過分は約4600億円となっており、準備金も5.2兆円を突破している状況を踏まえ、2点
要望がある。国庫補助率の引き上げと国庫特例減額措置の撤廃を国に強く要望してほしい。もう1点は、保険料率の引き下げの検討
をお願いする。

○ 支部評議会の意見では、 現在の法定準備金5.2兆円の妥当性、現在の保険料負担者が将来分の医療費も負担する不公平性
についても指摘されており、国庫補助も含めた負担の在り方を見直す必要性を感じている。また、103万円の壁の見直し等で手取りを
増やそうとしているが、賃金が上がっても社会保険料の負担で消えてしまうとの批判の声もある。医療保険者の負担についても厳しい目
が注がれている。手取りを増やすことのテーマで議論するべきである。世の中の賃上げの流れにも関わらず、協会加入者の標準報酬月
額が伸びていないと聞いた。なぜ伸びていないのか要因を調べてほしい。

○ 人間ドックの補助事業は加入者の疾病を予防し、将来的な保険給付費の抑制につなげられる観点から素晴らしい事業であると感じ
ている。多くの事業主、被保険者に活用いただくことで一種の保険料の還元策になると思うので周知広報の徹底をお願いしたい。

○ 医療保険制度を安定的に運営していくことが加入者の安心につながると考えている。準備金の話もあったが、中長期的に財政を安定
させるために使うのが有効であると考えるため、保険料率は10％維持する方向で検討するのが望ましい。

○ 支部評議会の意見でも「保険料率が下がるとうれしいが、上がるほうに抵抗感がある。」との意見があった。安定的な財政のもとに安
定的な保険料率でやっていくのが被保険者としての考えであるため、できるだけ安定的な保険料率で運営することが重要であると感じた。
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12月2日の運営委員会における令和6年度保険料率に関する運営委員の主な意見（2）
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○ 長期的な予想は難しく、コロナでの短期的な医療費の伸びが変化することは事前に予測できなかった。不確実性が高い中で、予備
的に準備金を積み上げることには合理性があり、多くの支部が10％を維持することに賛成しているのは、安定的に準備金を積み上げる
ことに理解を得られているからであると思う。

○ 支部評議会の意見について、平均保険料率10％維持が多数であるが、両論併記の支部は昨年度より増えており、個別の意見で
は支部間の料率格差の意見や準備金に関する意見もある。それを踏まえて、3点意見する。
令和7年度及びそれ以降の保険料率のあるべき水準について議論するためには、準備金残高について、その性格を明確にする観点
から、不測の事態に備えた短期的な給付の急増に備える準備金と中長期的な財政安定化のための準備金を区別して表現する必要
があると考える。
2点目は、国庫補助について、協会けんぽの標準報酬月額は健保組合に比べ低い状態である。こうした財政基盤を支えるために国
庫補助があるため、法定上限である20％引き上げに向けて取り組んでほしい。
3点目は、保険料率の支部間格差について、受診行動だけではなく、医療提供体制によって生じる部分もあると考えている。効率的
な医療提供体制構築に向けて、保険者協議会等を通じ、地域医療への働きかけを強化いただきたい。また保険料率の支部間格差
縮小に向けた研究や取り組みの検討をしてほしい。

○ 結論としては、令和7年度保険料率について、医療の高度化や後期高齢者支援金の増加等の予断を許さない状況を踏まえ、可能
な限り保険料率10%を維持していただくよう要望する。ただ、中小企業の経営者としては、最低賃金の引き上げや物価の高騰、エネ
ルギーの問題等で経営環境を圧迫する要因がある。10%の水準でいくと事業主への負担も強いることとなるため、引き下げを検討いた
だきたいのが正直な思いである。
また、若年層の従業員の目線に立つと、急激な賃上げの流れに伴い、賃金が一時的に増加しても、さらなる物価の高騰や保険料の
負担等の増加によって、実質賃金が追いつかない状況である。可処分所得を増やすことで若者が成長できる、未来に期待が持てるよ
うな社会構造をつくっていくことも必要であると感じる。例えば、35歳までは負担率を軽減する等の策もあっていいのではないか。
安定した財政といえる数値的根拠が不明瞭で非常にわかりづらい。中長期的な視点で不安があるのは理解するが、何をもって安定

したといえるかについても改めて検討いただきたい。
過去に保険料率を引き下げた際に国庫補助も引き下げられ財政が悪化した経験があると伺った。私としては、保険料率を下げて国
庫補助を上げることをすれば加入者の可処分所得も増えると思う。保険料率を下げると必ず国庫補助率が下がるのか慎重に検討する
べきである。
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これまでの議論を踏まえた協会としての対応について

① 令和7年度平均保険料率について：10％を維持する。

② 保険料率の変更時期について：令和7年４月納付分からとする。

冒頭、委員長より「令和７年度平均保険料率については、前回までの議論において、論点に関する皆様の意見は概ね明らかにされた
と考えております。このため、本日は議論のとりまとめを行いたいと思います。」旨の説明がありました。
各委員から改めて意見を確認し、前回、前々回と合わせて意見が出揃ったところで、北川理事長より令和７年度平均保険料率に
関する考えを述べました。

・ 令和７年度平均保険料率に関する本委員会における運営委員の皆様の真摯なご議論に感謝申し上げます。
・ 本委員会において保険料率についてご議論いただくにあたり、過去の経緯や今後10年の財政収支見通しをお示しした上で、ご留意いた
だきたい点等を整理したところですが、協会けんぽの財政を預かる立場としては、今後、加入者の平均年齢の上昇や医療の高度化等によ
り増加する見込みの保険給付費や後期高齢者支援金に備えるとともに、景気変動や被 用者保険の適用拡大の影響などにも備える必
要があると考えております。
・ 運営委員会や各支部評議会においては、様々な意見を頂戴しましたが、安定的な財政運営を求めるご意見を多くいただいたと認識して
おります。
・ これらの要素を総合的に勘案すると、できる限り長く現在の平均保険料率10％を超えないよう、協会けんぽの財政については、引き続き、
中長期的に安定した財政運営を目指すことを基本スタンスとして維持したいと考えております。
・ また、これまでのご議論において、協会の事業運営について様々なご意見をいただきました。
・ 保健事業に関しては、若年期からの健康づくりの大切さや女性特有の健康課題に配慮した健診を実施いたします。健診事業の拡充につ
いては、加入者の皆様に広くご利用いただけるよう、広報にもしっかり取り組んでまいります。
・ また、効率的・効果的な医療の実現に向けた取組についてもご意見をいただきました。
・ 医療費適正化の取組や2040年を見据えた地域医療構想においては、現在都道府県レベルで取組が進められていますが、 各支部によ
る地域の実情に応じた意見発信など、さらなる取組を進めてまいります。
・ 保険料率の支部間格差についても、重点支援プロジェクトの効果検証を踏まえた全国展開や自治体との連携協力などを通じて、格差の
縮小に向けた取組を進めてまいります。
・ 以上のとおり、委員の皆様からいただいたご意見を真摯に受け止め、保険者機能をさらに発揮しつつ、安定的な財政運営に努めてまいり
ます。

＜北川理事長発言要旨＞
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→ 運営委員会として令和７年度平均保険料率について「10％維持」でとりまとめを行いました。

12月23日の運営委員会について
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(単位：億円)

決算
直近見込

(2024年12月)
2024-2023

政府予算案を

踏まえた見込

(2024年12月)

2025-2024

(a) (b) (b-a) (c) (c-b)

102,998 106,372 3,374 107,774 1,402 2012-2024年度保険料率： 10.00%

12,874 11,619 ▲ 1,255 11,919 300 2025年度保険料率： 10.00%

233 202 ▲ 31 269 67

116,104 118,193 2,089 119,963 1,770

71,512 72,767 1,255 73,757 991

15,321 12,863 ▲ 2,458 12,859 ▲ 4

21,903 23,332 1,429 24,831 1,499

0 0 ▲ 0 - ▲ 0

0 0 ▲ 0 0 0

2,705 3,742 1,037 3,914 172

111,442 112,704 1,262 115,362 2,658

4,662 5,489 827 4,601 ▲ 888

52,076 57,565 5,489 62,166 4,601

※(内数) 8,745 8,867 122 9,044 177

※　法令で確保することが義務付けられた準備金（医療給付費等の１か月分相当）

注) 上記収支見込は国の特別会計を含む合算ベースである。端数整理のため計数が整合しない場合がある。

　計

　前期高齢者納付金

　後期高齢者支援金

　退職者給付拠出金

　病床転換支援金

　その他

 ○ 2025年度の単年度
    収支を均衡させた
    場合の保険料率: 9.57%

備考

2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

単年度収支差

準備金残高

収
入

支
出

　保険料収入

　国庫補助等

　その他

　計

　保険給付費

２．＜健康保険＞協会けんぽの収支見込みについて（医療分）
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＋

その他の部分

令和5年度決算での支部毎の
収支差による収入
▲443百万円

0.025％

考
え
方

支部ごとの医療費にかかる部分1

調整後の療養給付費等に係る
保険料率

5.421％

支部ごとの療養
の給付費等に要
する額
5.911％

都道府県単位保険料率（令和7年度宮城支部保険料率）

令和6年度10.01%⇒令和7年度10.11%の見込み（前年度+0.10%）

年齢調整
▲0.163%

所得調整
▲0.327%
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①＋②＋③＋④
【小数点第3位を四捨五入】

10.11％
1 3
支部毎の医療費に
係る部分（宮城）
5.421％

共通料率
（全国一律の部分）

4.654％

精算の部分
0.025％＋ ＋ ＝

インセンティブ
・報奨金制度の

加算分
0.010％

＋

2 4

宮城支部
インセンティブ

業務経費等

現金給付費

拠出金等
（前期高齢者納付金、後期高齢者

支援金等）

2 共通料率（全国一律部分）

＋

全国一律部分の保険料率
4.654％

＋

3

加算率
0.010％

（前年度比▲0.043％） （前年度比+0.053％）

（前年度比+0.093％）

保健事業等に要する額

（全国平均：5.346％）
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• 令和7年度は、令和5年度の各支部の医療給付費等の実績に基づき、新たな保険料率に見直す
• 全国平均保険料率は10％
• インセンティブ・報奨金制度分の一律加算額は0.01％
• ４月納付（３月賦課）分の保険料率から新たな保険料率に変更

（前年度比0％）

３．＜健康保険＞令和7年度宮城支部保険料率について
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令和7年度都道府県単位保険料率における
保険料率別の支部数

（暫定版）

令和7年度都道府県単位保険料率の
令和6年度からの変化

（暫定版）

保険料率 保険料率

（％） （％）

10.78 1 9.99 1

10.47 1 9.97 2

10.41 1 9.94 2

10.36 1 9.93 2

10.31 3 9.92 1

10.25 1 9.91 1

10.24 1 9.89 1

10.21 1 9.88 1

10.19 1 9.85 1

10.18 1 9.82 1

10.17 1 9.80 1

10.16 1 9.79 1

10.13 1 9.77 1

10.12 1 9.76 1

10.11 1 9.75 1

10.09 1 9.69 1

10.03 2 9.67 1

10.02 1 9.65 1

10.01 1 9.62 2

9.55 1

9.44 1

支部数 支部数

22

25

料率（％） 金額（円） 料率（％） 金額（円）

＋0.36 ＋540 2 ▲0.01 ▲ 15 1

＋0.28 ＋420 1 ▲0.02 ▲ 30 2

＋0.25 ＋375 1 ▲0.04 ▲ 60 2

＋0.24 ＋360 3 ▲0.05 ▲ 75 2

＋0.20 ＋300 1 ▲0.06 ▲ 90 1

＋0.19 ＋285 1 ▲0.07 ▲105 1

＋0.18 ＋270 1 ▲0.08 ▲120 1

＋0.16 ＋240 2 ▲0.09 ▲135 1

＋0.15 ＋225 2 ▲0.10 ▲150 3

＋0.14 ＋210 1 ▲0.12 ▲180 1

＋0.10 ＋150 2 ▲0.13 ▲195 1

＋0.08 ＋120 1 ▲0.18 ▲270 1

＋0.05 ＋ 75 1 ▲0.20 ▲300 1

＋0.03 ＋ 45 3

＋0.02 ＋ 30 4

＋0.01 ＋ 15 2

0.00 0 1

注１．「＋」は令和７年度保険料率が令和６年度よりも上がったことを、「▲」は下がったことを示している。

　 ２．金額は、標準報酬月額30万円の者に係る保険料負担（月額、労使折半後）の増減である。

令和6年度保険料率

からの変化分 支部数

令和6年度保険料率

からの変化分 支部数

28

18

４．＜健康保険＞令和7年度他支部の保険料率及び令和6年度からの増減状況について
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（％）

10.00 
10.00 10.00 

10.00 10.00 10.00 

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 

10.01 10.01 10.01 

9.96 9.96 9.97 

10.05 

10.10 

10.06 

10.01 

10.18 

10.05 
10.01 

10.11 

9.90

10.00

10.10

10.20
全国平均 宮城

8.20 8.20 

9.34 

9.50 

8.20 
8.19 

9.34 

9.50 

8.00

9.00

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度 令和７年度

（※10.08）

（※インセンティブ制度を除いた場合の料率）

（※10.02）

（※10.20）

（※10.00）
（※10.06）

（※10.10）

５．＜健康保険＞全国と宮城支部の保険料率の推移
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（円） 支部 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
01北海道 173,144 174,083 181,339 180,489 185,437 188,987 194,443 189,039 201,002 210,704 218,183

02青森 161,010 162,333 169,551 169,041 172,918 175,471 180,436 176,191 186,541 193,092 201,963

03岩手 156,693 157,991 163,793 165,063 169,068 171,662 175,643 173,263 184,179 194,149 198,137

04宮城 161,655 163,257 170,178 171,927 177,240 179,165 182,970 180,151 191,645 202,123 209,141
05秋田 167,317 169,977 176,898 176,753 180,920 185,103 188,167 185,111 194,213 203,442 209,126

06山形 158,428 162,032 169,980 170,816 177,569 178,958 184,733 178,672 193,007 202,483 207,261

07福島 159,117 162,333 168,186 167,348 171,830 175,096 177,671 172,002 183,808 194,650 198,585

08茨城 153,814 157,546 165,354 165,994 169,186 171,481 175,368 170,541 183,437 192,163 196,286

09栃木 155,398 158,735 166,715 166,658 171,981 173,070 177,477 173,668 188,255 196,868 201,911

10群馬 152,620 158,065 165,661 165,690 169,096 170,420 172,426 169,013 182,461 192,770 197,248

11埼玉 152,057 155,567 162,867 163,155 166,922 169,697 172,819 167,878 183,353 191,107 197,285

12千葉 154,873 157,109 165,335 165,429 168,070 170,654 174,392 169,513 184,565 191,317 199,283

13東京 158,630 160,505 166,780 167,291 171,422 173,417 176,661 171,345 189,256 197,873 204,437

14神奈川 159,163 161,917 168,409 168,651 172,467 175,640 180,524 173,827 191,479 199,004 205,672

15新潟 149,329 151,612 156,370 157,130 161,316 164,092 167,496 162,822 172,910 182,851 189,565

16富山 150,760 152,129 158,944 159,958 163,212 164,591 170,020 163,938 176,657 186,944 192,311

17石川 161,225 163,300 171,176 171,465 174,572 177,510 182,756 173,898 185,723 197,774 201,428

18福井 156,950 161,020 167,223 168,095 169,866 175,077 179,338 173,865 186,961 200,305 203,805

19山梨 154,701 161,228 169,541 168,624 172,304 172,159 176,367 170,417 183,356 195,869 199,622

20長野 145,781 150,820 156,053 157,491 161,657 164,675 169,708 165,587 176,130 186,801 194,298

21岐阜 158,144 159,822 167,598 166,399 170,289 173,074 175,854 171,781 185,278 196,770 203,206

22静岡 151,264 155,415 160,419 160,743 165,231 168,280 172,684 168,980 182,329 193,313 198,484

23愛知 156,836 160,861 166,823 166,819 171,016 173,501 177,893 173,469 189,150 199,726 206,390

24三重 155,583 158,375 165,626 166,374 170,306 171,186 176,781 171,874 185,165 197,630 203,157

25滋賀 155,345 160,913 165,184 164,515 169,458 170,680 175,331 169,888 181,787 194,869 200,399

26京都 158,682 161,734 169,058 168,865 174,007 176,635 181,606 174,447 191,158 201,884 205,978

27大阪 164,483 167,946 175,610 176,239 180,863 183,539 189,239 183,034 199,062 210,192 215,379

28兵庫 162,946 166,685 173,516 174,542 179,183 182,684 187,899 181,075 196,660 206,990 212,402

29奈良 159,904 162,465 169,264 170,151 175,545 178,664 181,673 176,236 192,366 204,666 205,803

30和歌山 159,401 164,426 170,552 172,837 177,994 179,419 184,132 179,647 190,046 201,579 208,678

31鳥取 158,643 162,003 169,848 169,279 173,831 176,689 180,492 176,218 186,742 194,461 203,750

32島根 162,974 167,102 174,244 174,883 179,526 181,442 187,167 183,684 196,172 206,097 211,430

33岡山 168,806 171,408 178,637 178,311 183,529 183,925 189,604 183,896 195,690 205,859 212,249

34広島 164,664 167,731 173,897 172,967 176,967 178,621 183,727 179,017 190,241 201,328 205,387

35山口 168,153 170,555 177,951 179,393 183,091 184,865 189,128 183,353 194,427 208,032 215,210

36徳島 168,864 173,200 179,508 181,047 185,293 186,148 190,926 187,605 199,002 211,203 219,519

37香川 170,515 173,887 182,694 181,514 186,726 188,061 192,161 186,890 200,952 212,648 216,107

38愛媛 162,123 166,110 174,952 173,340 176,397 178,898 185,772 180,666 191,362 202,398 209,323

39高知 165,657 168,847 176,993 176,520 181,958 184,274 186,587 183,409 194,369 202,584 209,480

40福岡 170,203 172,164 179,304 179,454 183,567 186,483 190,009 184,374 199,873 212,364 216,438

41佐賀 176,100 181,017 188,369 190,571 196,615 197,761 201,819 199,135 209,115 224,071 228,324

42長崎 166,264 169,867 177,785 177,539 182,137 183,142 189,484 185,466 196,057 208,520 215,714

43熊本 167,976 169,809 177,091 177,328 183,811 185,922 189,521 187,380 199,487 211,865 215,872

44大分 166,541 167,822 176,788 177,896 181,612 183,504 189,390 186,327 197,009 210,280 214,531

45宮崎 159,638 160,752 168,233 168,749 174,714 174,060 178,971 176,610 185,417 199,485 206,938

46鹿児島 162,279 165,917 172,857 173,293 178,232 182,352 188,413 187,673 198,258 210,269 214,768

47沖縄 158,042 159,775 166,800 167,314 173,279 175,138 180,115 175,555 187,434 192,411 196,085

最
小

最
大
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《参考》年齢調整後一人当たり医療費の推移



機密性２

支部 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
01北海道 7.76% 6.44% 6.41% 5.78% 6.00% 6.59% 7.04% 7.01% 5.36% 4.85% 5.55%

02青森 0.21% -0.75% -0.51% -0.93% -1.16% -1.04% -0.67% -0.26% -2.22% -3.91% -2.29%

03岩手 -2.48% -3.40% -3.89% -3.26% -3.36% -3.18% -3.31% -1.92% -3.46% -3.39% -4.14%

04宮城 0.61% -0.18% -0.14% 0.76% 1.31% 1.05% 0.72% 1.98% 0.46% 0.58% 1.18%
05秋田 4.13% 3.93% 3.80% 3.59% 3.41% 4.40% 3.58% 4.79% 1.80% 1.24% 1.17%

06山形 -1.40% -0.93% -0.26% 0.11% 1.50% 0.93% 1.69% 1.14% 1.17% 0.76% 0.27%

07福島 -0.97% -0.75% -1.31% -1.92% -1.78% -1.25% -2.20% -2.63% -3.65% -3.14% -3.93%

08茨城 -4.27% -3.68% -2.97% -2.72% -3.29% -3.29% -3.46% -3.46% -3.85% -4.37% -5.04%

09栃木 -3.29% -2.95% -2.18% -2.33% -1.70% -2.39% -2.30% -1.69% -1.32% -2.03% -2.32%

10群馬 -5.01% -3.36% -2.79% -2.89% -3.34% -3.89% -5.08% -4.32% -4.36% -4.07% -4.57%

11埼玉 -5.37% -4.89% -4.43% -4.38% -4.59% -4.29% -4.87% -4.97% -3.89% -4.90% -4.56%

12千葉 -3.61% -3.94% -2.99% -3.05% -3.93% -3.75% -4.00% -4.04% -3.26% -4.80% -3.59%

13東京 -1.27% -1.87% -2.14% -1.96% -2.01% -2.19% -2.75% -3.00% -0.80% -1.53% -1.10%

14神奈川 -0.94% -1.00% -1.18% -1.16% -1.42% -0.94% -0.63% -1.60% 0.37% -0.97% -0.50%

15新潟 -7.06% -7.30% -8.25% -7.91% -7.79% -7.45% -7.80% -7.83% -9.36% -9.01% -8.29%

16富山 -6.17% -6.99% -6.73% -6.25% -6.71% -7.17% -6.41% -7.20% -7.40% -6.97% -6.96%

17石川 0.34% -0.16% 0.44% 0.49% -0.21% 0.11% 0.60% -1.56% -2.65% -1.58% -2.55%

18福井 -2.32% -1.55% -1.88% -1.48% -2.90% -1.26% -1.28% -1.58% -2.00% -0.32% -1.40%

19山梨 -3.72% -1.42% -0.52% -1.17% -1.51% -2.90% -2.91% -3.53% -3.89% -2.53% -3.42%

20長野 -9.27% -7.79% -8.43% -7.70% -7.60% -7.13% -6.58% -6.26% -7.68% -7.04% -6.00%

21岐阜 -1.58% -2.28% -1.66% -2.48% -2.66% -2.39% -3.20% -2.76% -2.88% -2.08% -1.69%

22静岡 -5.86% -4.98% -5.87% -5.79% -5.55% -5.09% -4.94% -4.34% -4.43% -3.80% -3.98%

23愛知 -2.39% -1.65% -2.11% -2.23% -2.25% -2.15% -2.07% -1.80% -0.85% -0.61% -0.15%

24三重 -3.17% -3.17% -2.81% -2.49% -2.65% -3.45% -2.69% -2.70% -2.94% -1.65% -1.71%

25滋賀 -3.32% -1.62% -3.07% -3.58% -3.14% -3.74% -3.48% -3.83% -4.71% -3.03% -3.05%

26京都 -1.24% -1.11% -0.80% -1.03% -0.54% -0.38% -0.03% -1.25% 0.20% 0.46% -0.35%

27大阪 2.37% 2.68% 3.04% 3.29% 3.38% 3.51% 4.17% 3.61% 4.34% 4.60% 4.20%

28兵庫 1.41% 1.91% 1.82% 2.29% 2.42% 3.03% 3.43% 2.50% 3.09% 3.00% 2.76%

29奈良 -0.48% -0.67% -0.68% -0.28% 0.34% 0.76% 0.01% -0.23% 0.83% 1.85% -0.43%

30和歌山 -0.79% 0.53% 0.08% 1.29% 1.74% 1.19% 1.36% 1.70% -0.38% 0.31% 0.96%

31鳥取 -1.27% -0.95% -0.34% -0.79% -0.64% -0.35% -0.64% -0.24% -2.11% -3.23% -1.43%

32島根 1.43% 2.17% 2.24% 2.49% 2.62% 2.33% 3.03% 3.98% 2.83% 2.56% 2.29%

33岡山 5.06% 4.80% 4.82% 4.50% 4.91% 3.73% 4.37% 4.10% 2.58% 2.44% 2.68%

34広島 2.48% 2.55% 2.04% 1.37% 1.15% 0.74% 1.14% 1.34% -0.28% 0.19% -0.64%

35山口 4.65% 4.28% 4.42% 5.14% 4.66% 4.26% 4.11% 3.79% 1.91% 3.52% 4.12%

36徳島 5.09% 5.90% 5.33% 6.11% 5.91% 4.99% 5.10% 6.20% 4.31% 5.10% 6.20%

37香川 6.12% 6.32% 7.20% 6.38% 6.73% 6.06% 5.78% 5.80% 5.33% 5.82% 4.55%

38愛媛 0.90% 1.56% 2.66% 1.59% 0.83% 0.90% 2.26% 2.27% 0.31% 0.72% 1.27%

39高知 3.10% 3.23% 3.86% 3.45% 4.01% 3.93% 2.71% 3.83% 1.88% 0.81% 1.34%

40福岡 5.93% 5.26% 5.21% 5.17% 4.93% 5.17% 4.60% 4.37% 4.77% 5.68% 4.71%

41佐賀 9.60% 10.67% 10.53% 11.69% 12.39% 11.54% 11.10% 12.73% 9.61% 11.50% 10.46%

42長崎 3.48% 3.86% 4.32% 4.05% 4.11% 3.29% 4.31% 4.99% 2.77% 3.77% 4.36%

43熊本 4.54% 3.82% 3.91% 3.93% 5.07% 4.86% 4.33% 6.07% 4.57% 5.43% 4.44%

44大分 3.65% 2.61% 3.74% 4.26% 3.81% 3.49% 4.25% 5.48% 3.27% 4.64% 3.79%

45宮崎 -0.65% -1.72% -1.28% -1.10% -0.13% -1.83% -1.48% -0.02% -2.81% -0.73% 0.11%

46鹿児島 1.00% 1.44% 1.43% 1.56% 1.88% 2.84% 3.72% 6.24% 3.92% 4.64% 3.90%

47沖縄 -1.64% -2.31% -2.13% -1.94% -0.95% -1.22% -0.85% -0.62% -1.75% -4.25% -5.14%

最
小

最
大
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《参考》年齢調整後一人当たり医療費の全国平均から乖離率の推移



機密性２
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度 令和７年度

・・・健康保険料率

・・・乖離率
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《参考》宮城支部の健康保険料率と一人当たり医療費の全国平均からの乖離率（組み合わせ）



機密性２

《参考》宮城支部の疾病分類別一人当たり入院医療費の地域差指数の寄与度（令和5年度）

-0.010

-0.005

0.000

0.005

0.010

0.015

0.020
課題：新生物＜腫瘍＞（がんや悪性リンパ腫等）及び循環器系の疾患（脳血管疾患、心疾患等）

が全国平均を大きく上回っている状態が続いている。
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機密性２

《参考》宮城支部の男女別生活習慣病リスク保有者割合（令和5年度）

課題：男女ともにすべての生活習慣病リスクが全国平均よりも高い状態が続いている

【宮城支部：男性】 【宮城支部：女性】

・メタボリックリスク：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち2つ以上のリスクに該当する者
・メタボリックリスク予備群：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち1つのリスクに該当する者
・腹囲リスク：男性85cm以上、女性90cm以上・血圧リスク：収縮期130mmHg以上又は拡張期85mmHg以上又は服薬
・代謝リスク：空腹時血糖110mg/dl以上又は空腹時血糖未測定かつHbA1C6.0%以上又は服薬
・脂質リスク：中性脂肪150mg/dl以上又はHDLコレステロール40mg/dl未満又は服薬

男性 女性

宮城支部 全国 宮城支部 全国

メタボリックリスク 28.0％ 24.3％ 7.6％ 6.4％

メタボリックリスク予備群 46.0％ 42.7％ 14.5％ 12.7％

腹囲リスク 52.9％ 51.1％ 17.8％ 16.3％

血圧リスク 61.9％ 55.2％ 42.1％ 36.9％

代謝リスク 23.8％ 21.1％ 10.9％ 9.5％

脂質リスク 40.3％ 36.7％ 21.4％ 19.2％

喫煙習慣がある者の割合 45.5％ 40.0％ 17.5％ 15.4％

出所：令和5年度 支部別スコアリングレポート

【全国平均との比較】

※
 

順
位
は
1
位
が
最
も
リ
ス
ク
が
低
い(

良
い)

状
態
で
す

生活習慣病
リスクの判定
基準
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機密性２

令和6年度1.60%⇒令和7年度1.59%の見込み（前年度-0.01%）

14

介護保険の保険料率については、単年度で収支が均衡するよう、介護納付金の額を総報酬額の
見込額で除したものを基準として保険者が定めると健康保険法で法定されている。

2025（令和７）年度は、2024（令和６）度末に見込まれる剰余分（264億円）も含め、単年度で収支が
均衡するよう1.59％（４月納付分から変更）とする。

（参考）
健康保険法第160条第16項

介護保険料率は、各年度において保険者が納付すべき介護納付金（日雇特例被保険者に係るものを除く。）の
額を当該年度における当該保険者が管掌する介護保険第2号被保険者である被保険者の総報酬額の総額の見
込額で除して得た率を基準として、保険者が定める。

各年度の介護保険料率は、次の算式により得た率を基準として、保険者が定めることとなっている。

介護保険料率 ＝
介護納付金の額

介護保険第2号被保険者（40歳～64歳）の総報酬額総額の見込

1.60％から2025年４月以降に1.59％へ引き下げた場合の2025年度の保険料負担の影響（被保険者1人当たり、労使折半前）

〔年額〕 463 円 （ 74,064円 → 73,601円） の負担減
〔月額〕 34 円 （ 5,440円 → 5,406円） の負担減

（注1） 標準報酬月額を340,000円、賞与月額を年1.615月とした場合の負担を算出したものである。
（注2） 「年額」は令和７年度の標準報酬月額（ 12か月分）と賞与の影響額であり、「月額」については標準報酬月額（１か月分）によって算定したものである。

６．＜介護保険＞令和7年度の保険料率について



機密性２
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(単位：億円)

2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

直近見込 政府予算案を踏まえた見込

(2024年12月) (2024年12月)

保険料収入 11,579 10,557 10,747 2023年度保険料率： 1.82%

国庫補助等 0 1 1 2024年度保険料率： 1.60%

その他 -                  -                  -                  2025年度保険料率： 1.59%

計 11,580 10,557 10,747

介護納付金 10,793 10,835 10,961

その他 0 0 -                  

計 10,793 10,835 10,961

786 ▲ 278 ▲ 214

542 264 50

注) 端数整理のため、計数が整合しない場合がある。

収
入

備考
決算

支
出

⇒ + 126

単年度収支差

準備金残高

納付金対前年度比

7．＜介護保険＞協会けんぽの収支見込みについて（介護分）



機密性２

令和6年度 令和7年度 対6年度 保険料への影響額（毎月）

健康保険 10.01% 10.11% 0.10% 300円（労使折半前）

介護保険 1.60% 1.59% ▲0.01% ▲30円（労使折半前）

合 計 11.61% 11.70% 0.09% 270円（労使折半前）

○40歳以上65歳未満の被保険者

○40歳未満及び65歳以上の被保険者

令和6年度 令和7年度 対6年度 保険料への影響額（毎月）

健康保険 10.01% 10.11% 0.10% 300円（労使折半前）

介護保険
40歳未満 介護保険料なし

65歳以上 居住する自治体（市町村）毎に算定する

下記の保険料への影響額（毎月）については、宮城支部平均標準報酬月額30万円で試算している
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8．＜健康保険・介護保険＞令和7年度の宮城支部被保険者への影響について


